
 
 
 
 

 

■ 本年4月開校の関西大学初等部 ■ 

児童たちが愛唱歌の作詞にチャレンジ 
作詞：関西大学初等部１期生  作曲：山本良一（関西大学高等部教諭） 

 
 
関西大学初等部第1期生となる児童たち、１・２・３年生あわせて１９０人が作詞した、学校の
愛唱歌『心をひとつに』がこのほど完成しました。 

 
本年４月に開校した関西大学初等部・中等部・高等部では、早くから大学の気風に馴染み、一貫

してその精神を育んでいくことなどを目的に、独自の校歌を作らず、「自然の秀麗 人の親和・・・」

で始まる関西大学学歌を校歌に制定しています。 
 
この校歌に加え、子どもたちが初等部への愛校心を持ち、長く歌い継ぐことができるよう新たな

愛唱歌を作ることとなり、昨年度、高等部で英語を担当する山本良一教諭が学校開設の準備作業の

合間に曲作りを進め、入学式前にメロディーができあがりました。 
 
作詞に当たっては、どんな学校にしたいのかなどイメージを広げて児童全員で出し合った言葉を、

初等部１期生で最年長となる３年生が１・２年生の各クラスを回って集め、メロディーに合うよう

に紡いで詩にまとめました。 
 
「世界を拓け」「歴史を刻め」「未来目指し」「羽ばたこう」など、これからの自分たちの成長と

学校の発展を重ねてイメージした未来志向の言葉がならぶほか、「心一つに合わせ」「学びあい」「支

えあい」「絆深めて」など、お互いのつながりの大切さを表現するフレーズが多いのが特徴です。 
 
関西大学初等部では、このたび完成した愛唱歌『心をひとつに』1番に続く、２番・３番の作詞
にもチャレンジしていく予定です。 

 
＜次頁に、楽譜を添付しています。＞ 
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